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部 課

政策 7,088

経常 8,413

平成21年度

（仮称）鎌倉博物館、(仮称）鎌倉美術館整備に向けた諸課題及び民間機能を含めた跡地全体の方向性につ
いて検討を進めてきましたが、本市の財政状況などから事業としての優先順位を見直し、今後は、その規模、
機能、事業費の縮小や段階的整備への変更、事業実施時期の延伸、また、当研究所跡地以外での既存施設
の活用等を検討することとしました。（補正減：2,050千円）

平成22年度 跡地の活用と市街化調整区域内における暫定利用について検討しました。

平成25年度

平成23年度 跡地活用について、庁内関連部局との調整を行いました。

平成24年度

事業実績（詳細）

事業履歴
備考

所管課・事業目標・
事業工程・具体的
（数値）目標変更・
協働の相手方

協働の
相手方

　　□市民　　　□事業者　　　□ＮＰＯ　　　□自治・町内会　　　□その他（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

達成率 20% 20% 20%

具体的（数
値）目標

（仮称）鎌倉博物館、(仮称）鎌倉美術館等の施設整備に向け、平成２５年度までに事業者の決定及び基本設
計を実施します。
野村総研跡地における未利用地部分の活用及び緑地整備について、全庁的視点から検討を進めます。

決算額
（千円）

12,195 0

15,501

12,195

0 0 15,501

事業
実績

民間活力導入可能
性調査の実施
野村総合研究所跡
地整備にかかる基
本方針の取りまと
め
野村跡地の一般開
放・維持管理

跡地活用の検討 跡地活用の検討

予算額
（千円）

特記事項 リーディングプロジェクト：野村総合研究所跡地利用

事業
工程

平成２１年度 平成２２年度

基本設計
跡地活用の検討

実施方針の策定・公表

整備計画検討専門
委員会による検討及
び庁内検討
実施体制の強化
跡地活用の検討 合計

民間活力導入可能
性調査
整備計画検討専門
委員会による検討及
び庁内検討
実施体制の検討

新規
・

継続

公共機能との相乗効果が期待できる民間機能をバランスよく導入し、公共機能である複合博物館を構成す
る博物館・（仮称）鎌倉美術館等については、民間資金の活用を前提とした整備についての検討を進めま
す。
平成22年2月に決定した「野村総合研究所跡地整備（鎌倉博物館・鎌倉美術館の整備）にかかる今後の基
本方針」に基づき、未利用地部分の活用及び緑地整備について全庁的視点から検討を進めます。

事業費推計（千円）

事業名
事業
コー
ド

所管課
生涯学習推進担当

経営企画

事業目標

継続

平成２５年度平成２３年度

特定事業の選定・公表

募集要領の作成
整備計画検討専門
委員会による検討及
び庁内検討
跡地活用の検討

事業者の募集
事業者の選定
事業契約締結

跡地活用の検討

野村総研跡地における文化・教養施設等の整備

文化・教養施設整備担当

経営企画
関連課 生涯学習課、文化財課、世界遺産登録推進担当、みどり課

平成２４年度

15,501
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